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1. はじめに 
　 自然の豊かな地域では、登山などの観光で地域活性
化に繋げようとする動きが活発です。知名度の低いよ
うな山に観光客を呼び込むには、登山道の風景や、実
際に登山をした際の臨場感を体験してもらうことが効
果的です。しかし、インターネットを通じて、年ごと
や、季節ごとに移り変わる風景を発信する場合、更新
頻度を維持するために多くのコストと手間がかかって
しまいます。 
　 一方、フィットネスクラブなどの運動施設の利用者
は年々増加しています。しかし、屋内での運動は、自
然の中での運動に比べて、動作や環境が単調になって
しまいます。 
　 そこで、コストや手間を要さずに、臨場感がある登
山の様子のコンテンツを作成することができ、それを
用いた擬似登山体験システムで多くの人に、様々な地
域の自然の魅力を知ってもらうことのできるシステム
「TOZAN」を提案します。 
 
2. システム機能概要 
2.1 登山ステージ作成機能 
　 地域住民や登山者向けの機能で、山道を登る様子を
自動で撮影して、簡単に発信することができます。 
　利用する際は、TOZAN記録アプリを使用します
(図1)。利用方法は、普段から登っている山道など
で、専用アプリを起動し、スマートフォンを胸に装着
するだけです(図2)。うまく撮影出来ていない写真
や、登山中の会話音声などは自動的に削除されますの
で、写真撮影を気にせずに登ることができます。 
 

図1 TOZAN記録アプリ 図2 スマートフォンの装着例 
 
2.2  広告挿入機能 
　 自治体のような地域活性化を目指している団体向け
の機能で、TOZAN記録アプリで撮影した写真から
自動生成されたステージを編集できます。ベスト
ショットや周辺の隠れた名スポット、ご当地グルメ情
報など、アピールしたいことをステージ上に組み込む
ことができます。 
 
2.3 擬似登山体験機能 
　 楽しんで運動をしたい施設運動者などを対象にした
機能で、ステッパーとディスプレイを用いて、室内で
擬似登山体験ができます(図3)。ステッパーによる歩
行モーションの速度や歩数がリアルタイムでディスプ

レイに反映され、実際に登山をしているような視点や
山の環境音で運動を楽しむことができます。また、登
頂までのタイムアタックや、ランキング機能により運
動の意欲向上も図っています。 
 

図3 ステッパーによる擬似登山体験 
 
3. システム構成 
　本システムの構成は次の通りです(図4)。地域住民
や登山者の方によって撮影された山のデータをサーバ
にアップロードすることで、自動で画像と音声を処理
し、擬似登山体験用のステージを生成します。それら
のデータをPCにダウンロードし、歩数や歩行速度を
検知するセンサを取り付けたステッパーと、歩行の動
作と連動して登山の様子を表示することで、実際に登
山をしているような感覚で運動ができます。また、自
治体の人は、地域の特産品や観光地の広告を、ステー
ジ中の立て看板として挿入できます。 
 

 
 図4 システム構成図 

 
4. まとめ 
　「TOZAN」により、山などの自然の観光資源の
アピールを簡単かつコストをかけることなく行うこと
できます。また、施設運動者が様々な地域の魅力を知
り、現地に足を運ぶことで、実際の登山で体を動かし
たり、観光地を巡ったりすることで地域活性化に繋が
ります。 

1. はじめに 

 平成 30 年度の紛失物は約 400 万点、38億円に達す

る。昔の日本では地域のつながりが強く、助け合って

探すのが普通であった。地域のつながりが弱くなった

現在では、他人の善意ばかりを期待できないため、多

くの紛失物対策システムが提案されている。これらの

システムは個人情報がサーバに集約されること、特定

の端末を対象とするなどの問題がある。我々は、サー

バを必要とせず、任意の端末で利用可能な紛失物検知

システムを提案する。 

2. 提供する機能 

本システムは、BLE 端末を用いた紛失物防止・捜索

システムである。ユーザは貴重品に任意の BLE 端末を

装着し、スマートフォンで周辺の BLE 端末 ID を検

知、捜索に利用する。データ保存にサーバを用いず、

プライバシーに配慮している。図 1にシステム構成図

を示す。 

2.1 紛失防止機能 

登録 BLE 端末とスマートフォンの接続が切れた時に

アラートを発し、ユーザに伝える。スマートフォンに

は、アラートを検出した日時・場所が記録されるた

め、紛失した場所を確認することができる。 

2.2 D2D 通信による連携捜索機能 

スマートフォンは、周辺の BLE 端末 ID・場所・日時

を取得し、端末内に一定期間保存する。ユーザ同士が

近づいた時、捜索依頼に関する情報（ID、依頼日時）

が BLE 接続により、やり取りされる。捜索依頼は周辺

のスマートフォンにリレーされ、広範囲の捜索を実現

する。自分のスマートフォンに捜索対象 IDがある場

合、発見情報(ID、場所)をリレーする。それにより、

紛失物の場所と日時が特定できる。発見完了リクエス

トは周辺のユーザに伝搬し、捜索に協力したことが各

ユーザに通知される。 

3. 本システムの特徴 

3.1 汎用的 BLE 端末に対応 

BLE4.0 では、MAC アドレス、UUID などが時間・端末

ごとに変更され、特定ができないとされている。その

ため、既存システムは専用の BLE 端末を用いるものが

多い。予備実験において、接続を確立する際に取得可

能な複数の値を組み合わせることで特定できることを

発見、独自の識別方式を開発した。本識別方式によ

り、端末に依存しない汎用的な紛失物対策システムを

実現した。 

3.2 個人情報の配慮 

BLE 端末 ID の検出で取得される、種類、場所、所有

者を適切に取り扱う必要がある。本システムでは、取

得したデータは全て暗号化、端末内にのみ保存され、

ユーザには表示しない。利用者と場所を紐つけないた

め、個人情報を侵害することがない。サーバを利用し

ないため、完全に情報流失を防ぐことができる。 

4. まとめ 

本システムは D2D 通信のみを用いて地域限定型の紛

失物捜索システムを開発した。サーバを利用しないこ

とで、情報流出などの問題を解決し、災害時や電波の

届かない場所でも捜索が可能である。D2D 通信による

捜索の輪の広がりが人と人とのつながりを形成し、思

いやりの心と安心を感じられるまちづくりにつながれ

ば幸いである。

 

図 1.システム構成図 
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